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上京区
基本計画 2025

上京の未来を
みんなで
考えましょう。

The master plan of Kamigyo Ward

上京区マスコットキャラクター
かみぎゅうくん

上京新時代～文化と絆で未来を創る！



　
「
市
民
・
区
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

私
は
市
長
就
任
以
来
、
こ
の
方
針
を
軸
に
市

政
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
未
曾
有
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
改
め

て
こ
の
言
葉
の
大
切
さ
を
噛
み
締
め
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
危
機
と
、
収
支
不
均
衡
の
構
造
が
続

い
て
き
た
こ
と
に
よ
る
財
政
危
機
。

　

本
市
は
今
、こ
の
“
２
つ
の
危
機
”
に
直
面
。

　

同
時
に
、
人
口
減
少
や
地
球
温
暖
化
な
ど

様
々
な
社
会
課
題
に
も
立
ち
向
か
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
区
民
の
皆
様
の
心
強
い
お
取
組
の

一
つ
一
つ
が
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
乗
り
越
え
、

よ
り
良
い
社
会
を
目
指
す
た
め
の
大
き
な
力
と

な
り
ま
す
。

　

上
京
区
が
誇
る
「
文
化
」
と
「
絆
」
を
基
に

し
た
こ
の
基
本
計
画
で
、
地
域
の
明
る
い
未
来

と
笑
顔
を
創
る
。
そ
の
笑
顔
は
、
や
が
て
京
都

市
全
体
へ
と
広
が
り
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

社
会
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
そ
ん
な
素
敵
な
未

来
を
、
共
々
に
描
い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
、
本
計
画
の
策
定
に
御
協
力
い
た

だ
い
た
方
々
、
貴
重
な
御
意
見
を
寄
せ
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
、
京
都
市
上
京
区
基
本
計
画
推
進
会
議
の

議
長
と
し
て
、「
上
京
区
基
本
計
画
2
0
2
5
」

策
定
の
現
場
近
く
に
お
り
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
区

民
の
皆
様
に
計
画
へ
の
感
想
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

計
画
策
定
に
当
た
り
、
上
京
区
が
抱
え
る
問
題

な
ど
の
現
状
把
握
か
ら
、
計
画
原
案
の
案
出
ま
で

の
作
業
は
、
林
前
上
京
区
長
を
先
頭
に
、
職
員
の

皆
様
の
参
画
に
よ
っ
て
、
区
域
の
隅
々
ま
で
目
配

り
さ
れ
た
う
え
で
、
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
の
記
憶
で
は
、
か
つ
て
な
か
っ
た
態
勢
で

あ
り
、
驚
き
で
し
た
。

　

ま
た
、
17
学
区
社
協
（
住
協
）
や
、
各
種
団

体
の
活
動
内
容
の
把
握
、
そ
の
中
に
あ
る
先
進

的
活
動
の
抽
出
に
も
精
力
的
で
し
た
。

　

分
野
ご
と
の
考
察
方
法
・
視
点
の
も
ち
方
な

ど
の
指
導
は
、
同
志
社
大
学
の
新
川
先
生
を
は

じ
め
５
人
の
学
識
者
の
皆
様
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、

「
京
都
市
上
京
区
ま
ち
づ
く
り
円
卓
会
議
」
等

で
の
白
熱
し
た
議
論
も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
原

案
の
完
成
度
を
一
段
と
高
め
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
仕
上
げ
作
業
は
、
多
く
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
原
案
の
再
検
討
で
す
。

　

英
知
の
結
集
さ
れ
た
「
住
民
が
主
人
公
」
の

本
計
画
は
、
こ
う
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

令
和
の
は
じ
め
の
基
本
計
画
に
深
い
敬
意
と

祝
意
を
表
し
、
原
上
京
区
長
を
先
頭
に
、
一
緒

に
歩
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。　

　

こ
の
た
び
の
「
上
京
区
基
本
計
画
２
０
２
５
」

は
、
上
林
研
二
議
長
を
先
頭
に
、
区
内
17
学
区

を
は
じ
め
関
係
団
体
の
皆
様
、
学
識
者
の
皆
様

に
参
画
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
小
学
生
か
ら

大
人
ま
で
、
立
場
や
世
代
を
超
え
た
多
様
な
区

民
の
皆
様
か
ら
御
意
見
を
お
伺
い
し
て
策
定
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
改
め
て
、
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
計
画
は
、
今
後
５
年
間
の
上
京
区
の
ま
ち

づ
く
り
の
羅
針
盤
と
し
て
、
人
口
減
少
社
会
や

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
の
到
来
、
生
活
様
式

の
多
様
化
や
脱
炭
素
社
会
の
実
現
な
ど
、
日
常

を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
情
勢
を
踏
ま
え
る
と

と
も
に
、コ
ロ
ナ
禍
を
も
新
た
な
契
機
と
捉
え
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
持
続
可
能
な
上
京

区
の
未
来
を
創
造
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
上
京
区
の
強
み
で
あ
る
「
文
化

力
」
や
「
地
域
力
」
を
生
か
し
、
本
計
画
に
掲

げ
る
４
つ
の
将
来
像
、「
幸
せ
を
分
か
ち
合
う

ま
ち
」「
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
」「
に
ぎ

わ
い
を
創
出
し
、豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」

「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
き
、
希
望
の
持
て
る
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
て
、
区
民
の
皆
様
と
と
も

に
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
決
意
で

す
の
で
、何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

参
加
と
協
働
に
よ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

京都市長

門川 大作

京都市上京区基本計画推進会議
議長

上林 研二

上京区長

原 真弓

ごあいさつ
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区
基
本
計
画
の
策
定
方
針

な
ぜ
計
画
が
必
要
な
の
？

ど
の
よ
う
に
計
画
を
策
定
し
た
の
？

１  

新
た
な
課
題
に
挑
戦

２
「
自
分
ご
と
、
み
ん
な
ご
と
」
で
推
進

３  

財
政
基
盤
の
確
保

区
基
本
計
画
の
役
割

区
民
と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る

取
組
の
充
実
を
図
る
た
め
の

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
指
針

区
民
と
行
政
と
の
役
割
分
担
を

明
確
に
し
、
目
標
実
現
の
た
め
の

道
筋
や
方
策
を
示
す
指
針

12

上京区基本計画 2025

は
じ
め
に

　

区
の
将
来
の
姿
や
目
指
す
べ
き
方
向
性
を
区
民

と
行
政
が
共
有
す
る
た
め
の
中
期
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

示
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
組
内
容
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
が
、

「
自
分
ご
と
、
み
ん
な
ご
と
」
と
し
て
主
体
的
に

取
り
組
め
る
よ
う
に
、
役
割
分
担
や
取
組
の
方
向

性
等
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

　

前
区
基
本
計
画
ま
で
の
成
果
を
も
と
に
、「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
」
こ
と
を
理
念
と
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
国
連
で

の
採
択
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
（
世
界
的
大
流
行
）
で
、
よ
り
重
要
性
が
確
認

さ
れ
た
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
を
両

立
す
る
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５.０
と
い
っ
た
時
代
の
大
き
な
潮

流
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
少
子
化
等
に
よ
る
人
口
減
少
を
は

じ
め
と
し
た
、
上
京
区
の
ま
ち
づ
く
り
を
取
り
巻
く
課
題

に
、
上
京
区
民
が
真
正
面
か
ら
挑
戦
で
き
る
計
画
を
目
指

し
ま
す
。

　

京
都
市
が
極
め
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
中
で
、
着

実
に
区
基
本
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、真
に
必
要
な
施
策
・

事
業
の
選
択
と
集
中
・
融
合
、
効
率
化
を
図
れ
る
よ
う
、

必
要
に
応
じ
て
柔
軟
に
事
業
を
見
直
す
と
と
も
に
、
地
域

に
貢
献
し
、
調
和
の
と
れ
た
産
業
・
観
光
、
商
店
街
の
振

興
や
ふ
る
さ
と
納
税
等
の
収
入
確
保
な
ど
、
財
政
基
盤
の

充
実
・
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

区
基
本
計
画
を
、
区
民
が
「
自
分
ご
と
、
み
ん
な
ご
と
」

と
し
て
捉
え
、
実
践
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
策
定
の

出
来
る
限
り
早
い
段
階
か
ら
様
々
な
チ
ャ
ネ
ル
を
通
じ
て

可
能
な
限
り
幅
広
く
、
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
※
等
の
活
用
も
図

り
な
が
ら
、
御
意
見
等
を
汲
み
上
げ
ま
す
。

　

上
京
区
で
は
、
区
の
個
性
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
指
針
と
し
て
、「
第
1
期
（
平
成
13
（
2
0
0
1
）
年
～
平
成

22
（
2
0
1
0
）
年
）」
及
び
「
第
2
期
（
平
成
23
（
2
0
1
1
）

年
度
～
令
和
2
（
2
0
2
0
）
年
度
）（
以
下
、「
前
区
基
本
計
画
」

と
い
い
ま
す
。） 

」
に
わ
た
り
上
京
区
基
本
計
画
を
策
定
し
、
取
組

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
上
京
区
基
本
計
画
（
以
下
、「
区
基
本
計
画
」
と
い
い

ま
す
。）
は
、
前
区
基
本
計
画
の
計
画
期
間
の
終
了
に
伴
い
、
新

た
な
計
画
と
し
て
策
定
す
る
も
の
で
す
。

※Inform
ation and Com

m
unication Technology

の
略
で
、「
情
報
通
信

　 

技
術
」
の
こ
と
。

区民の皆様とともに
新たな上京の

まちづくりを進めます！
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ＳＤＧｓってどんなもの？
　ＳＤＧｓとは，Sustainable 
Development Goals の略称で「持続可
能な開発目標」という意味です。
　平成 27（2015）年の国連サミットで

採択されたもので，令和 12（2030）年までに「誰
一人取り残さない」持続可能でより
良い社会の実現を目指す世界共通
の目標で，17 のゴール・169 のター
ゲットで構成されています。

Society5.0ってどんな社会？
　「Society5.0」とは，仮想空間と現実空間を高度に
融合させたシステムにより，経済発展と社会的課題の
解決を両立する，人間中心の社会を表しています。
　狩猟社会（Society1.0），農耕社会（Society2.0），
工 業 社 会（Society3.0）， 情 報 社 会（Society4.0）
に続く，新たな社会を目指すもので，我が国が目指す
べき未来社会の姿として提唱されたものです。
　これまでの情報社会（Society4.0）では，人が情
報を解析することで価値が生まれてきました。
　「Society5.0」で実現する社会では，膨大な情報を
人工知能（AI）が解析し，
その結果がロボット等を通じ
て社会や人間にフィードバッ
クされることで，これまでに
はできなかった新たな価値
が産業や社会にもたらされる
ことが期待されています。

京都市の財政状況は
どうなっているの？

　市民一人当たりの市税収入が他都市より少ない中，高
い水準の福祉・医療・教育・子育て支援などを実施して
きました。その水準を維持するため，職員数の削減や事
業の見直しなどの行財政改革を行うとともに，担税力の
強化といった成長戦略の推進に取り組んできました。
　しかし，国からの地方交付税が大幅に削減され，収
入が伸び悩む中，高齢化による社会福祉関連経費など
の支出が増加し，行財政改革の取組だけでは必要な財
源を確保できなかったことから，将来の借金返済の積
立金（公債償還基金）を取り崩すなどで補填し，将来
世代へ負担を先送りしている状態です。

　新型コロナウイルス感染症拡大の影響もあり，市税
収入の回復が見込めない中，社会福祉関連経費が増加
する見込みです。そのため，歳入歳出両面の改革を進
めなければ，積立金が枯渇し，財政再生団体となり，
大幅な市民サービスの低下（影響例：国民健康保険料
約 3 割及び保育料約 4 割の値上げ等）が避けられま
せん。財政構造の改革は待ったなしです。

　京都市の極めて厳しい財政状況の下でも，基本
計画で掲げる「誰一人取り残さない」まちづくり
に取り組むため，真に必要な施策・事業の選択と
集中・融合，効率化が必要です。
　そして，上京区が誇る地域の絆や文化を基に，
人口減少や地域コミュニティ・地域産業の活性化
等といった上京区が直面する課題に，絶えず「挑
戦」と「改革」を続けることが重要です。

～上京の未来のため区民の皆様と
ともに，「自分ごと，みんなごと」で

真正面から取り組む。～

レジリエンスって
どういう意味？
　レジリエンスとは，一般的に様々な危機からの回復
力，復元力，強靭性（しなやかな強さ）を意味する
とともに，ダメージを受けても粘り強くしなって，元
に戻りながら以前よりも良い状態で立ち直ることを表
現する言葉です。今日直面している大
規模な自然災害や人口減少等，都市
の持続に関わる深刻な問題を乗り越
える際に重要な役割を果たす力のこと
をいいます。　　

▲　　　
「京都市レジリエンス戦略」についてはこちら

財政が厳しい中でも充実した
行政サービスを維持

これまで

今後の収支見通しと財政再生団体になる危機今後

●   保育所など待機児童が 8 年連続ゼロ
●   大雨への浸水対策済み面積割合が
　 全国トップ水準（京都市 91％，全国 60％） など

具体的成果
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上
京
区
の
現
状
と
主
な
課
題

上京区の現状，
世の中の潮流を踏まえ，
わたしたちはどのような
上京区を目指すべきか？
基本計画の理念を
見てみましょう！

上京区の現状や課題を踏まえ，
次のページ以降，4つの将来像に
向けて，次の5年間のまちづくりを

進めます。

上京区基本計画 2025

　
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
上
京
区
は
、
自
然
環
境
と
調
和

し
た
生
活
様
式
な
ど
、
暮
ら
し
の
中
に
息
づ
く
多
彩
な

文
化
や
、
学
区
に
代
表
さ
れ
る
強
固
な
地
域
の
絆
で
育

ま
れ
て
き
た
、し
な
や
か
な
復
元
力
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）

に
よ
っ
て
、
幾
多
の
試
練
を
乗
り
越
え
、
発
展
し
、
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
、
人
口
減
少
の
本
格
化
や
地
球
温
暖
化
の

加
速
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
産
業
構
造
の
転
換
、
厳
し
い
京

都
市
財
政
、
更
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
対
峙
す
る
中
、
新
た
な
挑
戦
と

改
革
の
契
機
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
上
京
区
民
は
、
上
京
区
の
誇
る
文
化
と

絆
を
基
に
、
年
齢
・
性
別
・
国
籍
・
障
害
の
有
無
等
に

か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
区
民
が
主
人
公
と
な
っ
て
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
持
続

可
能
な
上
京
区
の
未
来
の
創
造
に
向
け
、
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

上
京
新
時
代
～
文
化
と
絆
で
未
来
を
創
る
！

ま
ち
の
活
力

西
陣
織
の
出
荷
額
が
24
年
間
で
約
9
割
減

少
、
そ
れ
に
伴
う
職
住
近
接
の
暮
ら
し
や
京

町
家
の
減
少

区
内
の
有
形
無
形
の
資
源
を
活
用
し
た
地
域

の
潤
い
創
出
が
必
要

西
陣
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力

の
発
信
が
必
要

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
起
業
家
）
支
援

3
は
ぐ
く
み
・
継
承

子
育
て
世
代
の
減
少

高
齢
単
身
世
帯
の
増
加

子
育
て
環
境
の
充
実
や
健
康
寿
命
の
延
伸
に

つ
な
が
る
取
組
の
実
施

世
代
を
超
え
た
交
流
や
、
区
民
一
人
一
人
の

「
生
き
が
い
」
創
出

「
つ
な
が
り
貧
困
」
を
防
止

4

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

少
子
化
等
に
よ
る
人
口
減
少
や
単
身
世
帯
及

び
外
国
籍
市
民
の
増
加
、
生
活
ス
タ
イ
ル
や

価
値
観
の
多
様
化
と
い
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化

こ
れ
ま
で
営
ま
れ
て
き
た
地
域
で
の
支
え
合

い
や
、
歴
史
や
伝
統
文
化
、
自
然
と
の
関
わ

り
方
な
ど
、「
地
域
の
普
遍
的
価
値
」の
共
有
・

継
承 1

安

心

安

全

刑
法
犯
認
知
件
数
の
中
で
も
、
自
転
車
盗
の

比
率
や
、
自
転
車
・
高
齢
者
に
関
わ
る
交
通

事
故
の
割
合
が
高
い

区
内
の
7
学
区
が
木
造
密
集
市
街
地
に
指
定

さ
れ
、
地
震
や
火
災
発
生
の
際
に
甚
大
な
被

害
を
受
け
や
す
い

空
き
家
が
約
1
割
存
在
し
、
高
齢
化
の
進
展

等
に
よ
り
増
加
が
見
込
ま
れ
、
ま
ち
の
活
力

低
下
や
防
災
や
防
犯
、
生
活
環
境
、
景
観
へ

の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

2 4
つ
の
切
り
口
か
ら

見
る
上
京
区
の
今

4

現
状
と
課
題



それぞれの視点・課題にあった将来像と
取組例を見ていきます！取組の中心になる

実施主体は「地（地域：区民，事業者等）」と
「区（上京区役所及び区内行政諸機関）」と
「市（京都市及び国，京都府等）」！

多様につながって上京の
輝かしい未来を創り上げていきましょう！

　

上
京
区
は
、
風
情
の
あ
る
京
町
家
や
路
地
が
数
多
く
存
在
し
、

着
物
姿
が
よ
く
似
合
う
ま
ち
で
す
。　

　

ま
た
、
地
蔵
盆
を
は
じ
め
様
々
な
年
中
行
事
が
行
わ
れ
、
町
並

み
・
暮
ら
し
・
文
化
が
一
体
と
な
っ
て
、
身
近
な
生
活
の
中
で
大

切
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、「
ほ
ん
ま
も
ん
」の
文
化
や
芸
術
が
脈
々
と
継
承
さ
れ
、

「
上
京
茶
会
」
や
「
上
京
薪
能
」
等
を
通
じ
て
、
区
民
が
気
軽
に

上
京
な
ら
で
は
の
文
化
を
愉
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

近
年
、
生
活
様
式
や
価
値
観
が
多
様
化
し
、
生
活
に
根
差
し
た

文
化
が
薄
れ
、
伝
統
文
化
に
触
れ
る
機
会
も
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
、
一
方
で
、
古
く
か
ら
日
本
で
親
し
ま
れ
て
き
た
文
化
が
国

内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
る
な
ど
、
そ
の
価
値
が
見
直
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
文
化
庁
の
京
都
移
転
も
契
機
と
し
な
が
ら
、
上
京

区
の
宝
で
あ
る
豊
か
な
文
化
を
継
承
し
、
更
に
磨
き
を
か
け
る
こ

と
で
、
人
々
の
生
活
の
質
と
ま
ち
の
豊
か
さ
の
向
上
に
つ
な
げ
ま

す
。

区
民
一
人
一
人
が
、
上
京
区
が
誇
る

文
化
力
、
地
域
力
を
土
台
に
、

環
境
と
も
調
和
し
た

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
践
し
、

幸
せ
を
分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

和
装
を
気
軽
に
楽
し
む
機
会
づ
く
り　

豊
か
な
歴
史
や
文
化
を
活
用
し
た
上
京
の

魅
力
発
信　

文
化
庁
と
の
連
携
に
よ
る
文
化
力
の
向
上

地 地 地

区 区 区

市 市 市

文
化
力
の
向
上
と
魅
力
発
信

文
化
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

方針

１

幸
せ
を
分
か
ち
合
う
ま
ち

数
字
で
見
る
上
京
区
！

90,000

88,000

86,000

84,000

82,000

80,000

78,000

76,000

74,000

72,000

70,000

83,264

85,113 84,970
83,823

82,497
80,830

78,875

76,751

平成
22年

平成
27年

令和
2年

令和
7年

令和
12年

令和
17年

令和
22年

令和
27年

資料：平成 22年～平成 27年は国勢調査
　　　令和 2年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口
　　　（平成 30年 3月公表）」に基づく推計値

上京区の人口の推移及び将来推計
（人）

京
町
家
や
路
地
の
あ
る
町
並
み
の
魅
力
発
信

歴
史
や
文
化
の
魅
力
を
次
世
代
に
伝
え
る
取
組

伝
統
文
化
や
芸
能
に
親
し
む
機
会
づ
く
り

地
蔵
盆
や
年
中
行
事
等
の
身
近
な

文
化
の
継
承
・
発
展

地 地 地 地

区 区 区 区

市 市 市 市

暮
ら
し
に
息
づ
く
豊
か
な
文
化
等
の
継
承
・
発
展

3
将来像

1
将来像

ライ
フスタ
イルから見た

取
組
の
具
体
例

5



上京区基本計画 2025

　

上
京
区
で
は
、
自
治
会
・
町
内
会
単
位
で
自
治
・
福
祉
・
防
災

活
動
が
行
わ
れ
、
地
域
行
事
を
通
じ
て
、
隣
近
所
が
お
互
い
に
顔
の

見
え
る
「
近
助
※
1
」
の
関
係
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
、
単
身
世
帯
や
共
同
住
宅
比
率
の
増
加
等
と
も
相
ま
っ
て
、

地
域
活
動
へ
の
参
加
者
が
固
定
化
・
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
一

方
で
、
東
日
本
大
震
災
や
コ
ロ
ナ

禍
の
経
験
か
ら
、
改
め
て
、
隣

近
所
を
は
じ
め
と
す
る
絆
の
重

要
性
が
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
子
ど
も
や
若
者
か

ら
高
齢
者
、
障
害
者
、
外
国
籍

市
民
な
ど
多
く
の
人
同
士
の
つ

な
が
り
・
交
流
を
促
進
し
、
多

様
な
絆
や
新
た
な
視
点
・
発
想

を
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

く
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
や
ご
み
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
問
題
は
、
わ

た
し
た
ち
の
暮
ら
し
や
生
態
系
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
よ
る
海
洋

汚
染
等
を
意
識
し
、
マ
イ
ボ
ト
ル
や
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
ち
歩
く
人
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
自
然
に
配
慮
し
た
行
動
は
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
の
原
点
で
あ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
お
け
る
憩
い
や
安
ら
ぎ
、
周

囲
と
の
調
和
や
快
適
な
暮
ら
し
を
考
え
る
き
っ
か
け
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

京
都
市
に
お
い
て
も
、「
脱
炭
素
社
会
※
2
」
の
実
現
に
向
け
、

「
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
40
％
削
減
」
を
掲

げ
て
お
り
、
ご
み
減
量
の
取
組
と
し
て
の
２
Ｒ
〔
リ
デ
ュ
ー
ス
（
ご

み
の
発
生
抑
制
）、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）〕
及
び
分
別
・
リ
サ
イ

ク
ル
に
、
さ
ら
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
節
電
や
地
産
地
消
の
推

進
な
ど
、
家
庭
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し

の
実
践
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
京
区
で
は
、
こ
れ
ま
で
、
京
都
御
苑
や
鴨
川
に
代
表

さ
れ
る
四
季
折
々
の
豊
か
な
自
然
環
境
と
区
民
の
日
常
生
活
が
調

和
し
、
都
市
の
中
に
あ
っ
て
も
豊
か
な
生
物
多
様
性
が
守
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
今
後
も
、
日
常
生
活
の
中
で
自
然
環
境
と
の
共
生

を
意
識
し
た
暮
ら
し
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
、
環
境
問
題
へ
の
気
付
き

や
学
び
の
場
の
創
出
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
か
ど
掃
き
」、「
打
ち
水
」
の
推
進

緑
化
活
動
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

身
近
な
自
然
や
緑
空
間
を
守
る
取
組
の
促
進

環
境
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
践

地 地 地 地

区 区 区 区

市 市 市 市

「
堀
川
ほ
た
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
育
む

自
然
環
境
と
の
共
生

「
京
都
御
苑
」
等
の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
る

機
会
の
創
出

鴨
川
の
「
天
然
鮎
」
を
戻
す
環
境
保
全
・

啓
発
活
動
の
推
進

地 地 地

区 区 区

市 市 市

I
C
T
技
術
を
活
用
し
た
新
し
い
関
係
づ
く
り

な
ど
地
域
で
の
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
の
拡
充

上
京
区
民
ふ
れ
あ
い
事
業
等
を
通
じ
た

交
流
の
促
進

学
区
ご
と
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

地
蔵
盆
、
夏
祭
り
、
体
育
祭
等
を
通
じ
た
交
流
の

促
進

隣
近
所
を
は
じ
め
と
す
る
「
顔
の
見
え
る
」

関
係
づ
く
り

地 地 地 地 地

区 区 区 区 区

市 市 市 市 市

暮
ら
し
の
中
で
環
境
を
大
切
に
す
る
取
組

生
物
多
様
性
を
推
進
し
、
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

「
近
助
」
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り

循
環
型
社
会
の
構
築
に
向
け
た
リ
デ
ュ
ー
ス
・
リ

ユ
ー
ス
の
実
践
、
質
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

並
び
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ブ
ル
※
3

に
関
す
る
情
報
発
信

使
用
済
て
ん
ぷ
ら
油
の
回
収
や
古
紙
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
回
収
な
ど
、
区
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
リ

サ
イ
ク
ル
の
推
進

作
り
手
の
思
い
を
大
切
に
す
る
消
費
の
普
及
啓
発

地
産
地
消
の
推
進
と
魅
力
発
信

地 地 地 地

区 区 区 区

市 市 市 市

エ
コ
で
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り

区
民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
活
性
化
と
活
動
団
体

の
交
流
促
進

年
代
や
国
籍
な
ど
を
超
え
た
多
様
な
人
々
が
協
力

し
合
い
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り　

地 地

区 区

市 市

多
様
で
多
層
な
主
体
が
重
な
り
合
う
ま
ち
づ
く
り

多
様
な
絆
で
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

方針

2

環
境
共
生
と
脱
炭
素
の
ま
ち
づ
く
り

方針

3

※
1 

一
般
に
「
自
助
」「
共
助
」「
公
助
」
の
必
要
性
が
問
わ
れ
て
お
り
、
本
計
画
で
は
、

共
助
の
中
で
も
、
よ
り
「
顔
の
見
え
る
関
係
」
で
あ
る
隣
近
所
と
の
助
け
合
い
等

を
「
近
助
」
と
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
「
近
助
」
が
よ
り
強
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
共
助
」
と
し
て
の
地
域
力
が
強
め
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

※
2 

地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
源
と
な
る
化
石
燃
料
の
使
用
か

ら
脱
却
し
、
持
続
可
能
な
発
展
が
可
能
と
な
っ
た
社
会
。

※
3 

石
油
等
の
化
石
資
源
と
比
べ
て
短
時
間
で
再
生
で
き
る
資
源
（
再
生
可
能
資
源
：
植

物
な
ど
の
天
然
資
源
）
を
原
材
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
資
源
の
枯
渇
や
温

室
効
果
ガ
ス
の
発
生
を
抑
制
す
る
考
え
方
。

取
組
の
具
体
例

取
組
の
具
体
例

6

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
【
取
組
】



　

上
京
区
で
は
、こ
れ
ま
で
、地
域
や
行
政
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
機
関
が
連
携
し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
防
犯
対
策
が
実
施
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
住
民
の
高
い
防
犯
意
識
が
醸
成
さ

れ
、
犯
罪
を
未
然
に
防
止
す
る
「
地
域
の
目
」
が
行
き
届
い
た
ま

ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
転
車
盗
は
依
然
と
し
て
高
止
ま
り
と
な
っ

て
お
り
、
ま
た
、
空
き
家
の
発
生
に
よ
る
地
域
力
の
低
下
や
い
わ

ゆ
る
民
泊
施
設
等
と
地
域
と
の
間
で
の
良
好
な
関
係
づ
く
り
と

い
っ
た
課
題
も
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
日
頃
の
声
掛
け
や
パ
ト
ロ
ー
ル
等
を
通
じ
て
地
域

で
の
つ
な
が
り
を
強
め
る
と
と
も
に
、
上
京
区
で
学
ぶ
大
学
生
を

は
じ
め
と
す
る
若
い
世
代
が

「
地
域
の
目
」と
な
る
こ
と
で
、

地
域
の
防
犯
力
の
強
化
、
犯

罪
の
未
然
防
止
な
ど
、
住
民

が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

大
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
の

地
域
活
動
参
画
の
促
進

声
を
掛
け
合
う
ご
近
所
付
き
合
い

自
治
会
・
町
内
会
へ
の
加
入
促
進　

地 地 地

区 区 区

市 市 市

「
地
域
の
目
」
に
よ
る
犯
罪
の
未
然
防
止

地
域
の
安
心
安
全
情
報
の
発
信

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
促
進

「
地
域
見
守
り
箱
※
1

」
等
を
活
用
し
た
パ
ト
ロ
ー

ル
の
推
進
及
び
設
置
拡
充　

自
転
車
の
防
犯
登
録
や
損
害
賠
償
保
険
へ
の
加
入

促
進

自
転
車
盗
対
策
等
の
推
進

地地 地 地 地

区区 区 区 区

市市 市 市 市

犯
罪
を
許
さ
な
い
環
境
づ
く
り

各
種
防
犯
イ
ベ
ン
ト
（
防
犯
教
室
・
講
習
会
や
啓

発
活
動
）
の
実
施

散
歩
や
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
「 

な
が
ら
防
犯
活
動
」

の
推
進

「
子
ど
も
見
守
り
隊
」に
よ
る
声
掛
け
運
動
の
実
施

「
こ
ど
も

１１０
番
の
い
え
」へ
の
点
検
・
整
備
・
登
録　

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

地 地 地 地 地

区 区 区 区 区

市 市 市 市 市

高
い
防
犯
意
識
と
犯
罪
を
許
さ
な
い
気
運
の
醸
成

不
良
な
生
活
環
境
（
い
わ
ゆ
る
「
ご
み
屋
敷
」）

を
解
消
す
る
た
め
の
取
組
の
実
施

地
域
と
民
泊
事
業
者
間
に
お
け
る

協
定
締
結
の
推
進
や
、
地
域
と
行
政
が
連
携
し
た

民
泊
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施　

地
域
に
お
け
る
空
き
家
対
策
の
促
進

地 地 地

区 区 区

市 市 市

空
き
家
等
の
防
犯
対
策
の
推
進　
　
　
　

体
感
治
安
の
高
い
ま
ち
づ
く
り

方針

１

地
域
、
事
業
者
、
行
政
が
一
体
と
な
り
、

上
京
区
の
特
性
を
踏
ま
え
た

防
犯
・
防
災
・
交
通
安
全
対
策
を
進
め
ま
す
。

  
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

安心して暮らすことが
できるまちづくりに
御協力を
お願いします。

3
将来像

2
将来像

安心
安全から見た

取
組
の
具
体
例

※
1
地
域
の
安
心
安
全
を
守
る
取
組
の
一
つ
と
し
て
、
小
学
校
を
は
じ
め
区
内
各
所
に
設
置

さ
れ
て
お
り
、
住
民
が
散
歩
や
買
い
物
の
途
中
で
、
箱
の
中
に
あ
る
カ
ー
ド
に
巡
回
記

録
を
記
載
す
る
こ
と
で
、
住
民
の
防
犯
意
識
の
向
上
や
、
犯
罪
等
を
未
然
に
防
ぐ
「
地

域
の
目
」
の
醸
成
に
役
立
っ
て
い
る
。

7



上京区基本計画 2025

　

上
京
区
で
は
、
自
主
防
災
会
や
消
防
団
、
自
衛
消
防
隊
な
ど
に

よ
る
防
災
活
動
が
地
域
主
体
で
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

ス
ー
パ
ー
や
ホ
テ
ル
等
と
も
防
災
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
災
害
の

発
生
に
備
え
た
取
組
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
全
国
的
に
、
地
震
や
豪
雨
、
台
風
な

ど
の
自
然
災
害
が
多
発
化
・
大
規
模
化
し
て
い
る
た
め
、
地
域
に
お

け
る
防
災
力
の
一
層
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
分
散
避
難
、
災
害

対
策
等
の
見
直
し
も
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
上
京
区
の
火
災
発
生
件
数
は
、
市
内
で
も
比
較
的
少
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
密
集
市
街
地
・
細
街
路
が
多
い
上
京
区

の
特
性
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
延
焼
火
災
を
想
定
し
た
対
応
力
の

強
化
を
図
っ
て
い
く
必
要
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
築
か
れ
て
き
た
上
京
区
の
地
域
力
を
基
盤

と
し
な
が
ら
、
地
域
行
事
を
活
用
し
た
防
災
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
、

次
代
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
防
災
教
育
な
ど
、
命
を
守

る
区
民
一
人
一
人
の
「
自
助
」
の
強
化
は
も
と
よ
り
、
隣
近
所
（
近

助
）、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
災
害
時
要
配
慮
者
や
、
通
勤
通
学

者
・
観
光
客
と
い
っ
た
帰
宅
困
難
者
を
地
域
全
体
で
守
る
「
共
助
」

や
行
政
に
よ
る
「
公
助
」
の
力
を
高
め
、
す
き
間
な
く
連
携
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

上
京
区
で
は
、
地
域
で
の
積
極
的
な
見
守
り
活
動
や
、
地
域
と

行
政
等
の
連
携
に
よ
る
交
通
安
全
啓
発
・
指
導
、
交
通
環
境
の
整

備
等
に
よ
り
、
交
通
事
故
の
発
生
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
自
転
車
や
高
齢
者
に
関
わ
る
事
故
の
割
合
が
高
止

ま
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
起
伏
の
少
な
い
上
京
区
に
お
い
て
は
、
多
く
の
区
民
が
自

転
車
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
対
す
る
意
識

の
低
さ
や
、
幅
の
狭
い
道
路
な
ど
、
安
全
な
歩
行
空
間
が
確
保
で
き

て
い
な
い
こ
と
が
、
そ
の
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
道
路
の
乱
横
断
や
歩
き
な
が
ら
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
操
作

な
ど
、
歩
行
者
の
交
通
ル
ー
ル
違
反
や
マ
ナ
ー
も
問
題
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
歩
行
者
、
自
転
車
、
自
動
車
が
、
お
互
い
を
思
い
や

り
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
、
交
通
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
の
啓
発
及
び

環
境
整
備
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
の
災
害
史
か
ら
学
ぶ
機
会
の
創
出

学
校
や
地
域
で
の
防
災
教
育
の
充
実

「
上
京
の
安
心
安
全
点
検
日
（
毎
月
25
日
）」
に

合
わ
せ
た
非
常
持
ち
出
し
品
や
家
庭
用
備
蓄
品
の

自
主
的
な
点
検
・
準
備

い
ざ
と
い
う
時
に
隣
近
所
で
助
け
合
え
る
関
係
づ
く
り（
近
助
）

地地 地 地

区区 区 区

市市 市 市

各
種
防
災
イ
ベ
ン
ト
（
防
災
教
室
・
講
習
会
や

合
同
訓
練
）
の
実
施
と
参
加

日
頃
か
ら
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
避
難
場
所

と
避
難
経
路
の
確
認

地 地

区 区

市 市

「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
に
よ
る
交
通
指
導
の
実
施

歩
行
者
の
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
啓
発

地 地

区 区

市 市

歩
行
者
に
関
す
る
交
通
安
全
対
策

区
民
一
人
一
人
の
命
を
守
る
取
組

ゾ
ー
ン
30
※
2

の
推
進　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

自
転
車
走
行
推
奨
帯
（
矢
羽
根
マ
ー
ク
等
）
の

設
置
に
よ
る
走
行
環
境
の
整
備

各
種
交
通
イ
ベ
ン
ト
（
交
通
安
全
教
室
・

講
習
会
や
啓
発
活
動
）
の
実
施
等
に
よ
る
交
通
マ

ナ
ー
意
識
の
向
上

地 地 地 地

区 区 区 区

市 市 市 市

自
転
車
及
び
自
動
車
運
転
者
の
マ
ナ
ー
向
上
と
安
全
な
環
境
の
整
備

地
域
防
災
活
動
の
推
進

新
た
な
避
難
所
の
確
保
及
び
感
染
症
予
防
を

考
慮
し
た
避
難
所
運
営
力
の
ア
ッ
プ

災
害
時
要
配
慮
者
や
在
宅
避
難
者
へ
の
支
援
の
充
実

初
期
消
火
に
対
応
す
る
消
火
器
設
置
場
所
の
共
有

各
学
区
で
の
防
災
訓
練
の
充
実
及
び
防
災
ゲ
ー
ム

等
の
防
災
教
育
ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
防
災
意
識
の

浸
透
を
図
る
取
組
の
充
実

地
域
一
斉
清
掃
を
通
じ
た
地
域
の

安
心
安
全
点
検
の
実
施

自
治
会
・
町
内
会
へ
の
加
入
促
進
（
再
掲
）

地 地地 地 地 地

区 区区 区 区 区

市 市市 市 市 市

備
蓄
物
資
配
備
の
拡
充　
　

新
た
な
避
難
所
の
確
保
及
び
感
染
症
予
防
を

考
慮
し
た
避
難
所
運
営
力
の
ア
ッ
プ
（
再
掲
）

歴
史
都
市
京
都
に
お
け
る
密
集
市
街
地
・
細
街
路
対
策

社
寺
等
の
協
力
に
よ
る
防
災
拠
点
づ
く
り

新
た
な
視
点
を
取
り
入
れ
た

上
京
区
総
合
防
災
訓
練
の
実
施

学
校
や
地
域
で
の
防
災
教
育
の
充
実
（
再
掲
）

災
害
時
に
備
え
た
地
域
団
体
、
事
業
者
等
と

行
政
と
の
連
携
強
化

地 地 地地 地 地 地

区 区 区区 区 区 区

市 市 市市 市 市 市

災
害
対
策
機
能
の
強
化

「
自
助
」・「
共
助
」・「
公
助
」
が

連
携
し
た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

方針

2

交
通
安
全
の
意
識
が
高
い

ま
ち
づ
く
り

方針

3

※
2
自
動
車
事
故
抑
止
の
た
め
、
市
街
地
の
住
宅
地
な
ど
生
活
道
路
が
密
集
す
る
区
域

（
ゾ
ー
ン
）
を
指
定
し
、
車
の
最
高
速
度
を
時
速
30
キ
ロ
に
制
限
す
る
交
通
規
制
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
安
全
対
策
を
必
要
に
応
じ
て
組
み
合
わ
せ
、
ゾ
ー
ン

内
に
お
け
る
車
の
速
度
や
、
通
り
抜
け
の
抑
制
等
を
図
る
生
活
道
路
対
策
。

取
組
の
具
体
例

取
組
の
具
体
例

8

安
心
安
全
【
取
組
】



空
き
家
等
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た

オ
フ
ィ
ス
の
創
出
支
援

地
域
企
業
と
若
者
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の
創
出

地
域
や
金
融
機
関
等
と
連
携
し
た

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
起
業
家
）
支
援

地 地 地

区 区 区

市 市 市

上
京
区
版
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
※
の
形
成

職
住
近
接
を
は
じ
め
と
す
る

多
様
な
働
き
方
の
発
信

西
陣
織
産
業
を
は
じ
め
と
す
る

「
付
加
価
値
の
高
い
も
の
づ
く
り
文
化
」
の
発
信

地 地

区 区

市 市

地
域
な
ら
で
は
の
産
業
等
の
魅
力
発
信

空
き
家
を
活
用
し
た
定
住
促
進

婚
活
を
通
じ
た
出
会
い
の
場
の
創
出

ま
ち
づ
く
り
活
動
団
体
同
士
の
交
流
に
よ
る

新
た
な
つ
な
が
り
づ
く
り

地
域
と
協
働
す
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
育
成

地地 地 地

区区 区 区

市市 市 市

若
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
地
域
と
の
交
流
、
定
住
促
進

区
内
の
大
学
と
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

包
括
連
携
協
定
の
締
結

大
学
生
が
取
り
組
む
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
促
進

大
学
生
に
よ
る
地
域
参
画
の
支
援

地 地地

区 区区

市 市市

大
学
生
と
地
域
の
連
携
促
進

上
京
区
の
も
の
づ
く
り
文
化
に
よ
っ
て

蓄
積
さ
れ
て
き
た
最
高
峰
の
技
術
力
や

ブ
ラ
ン
ド
力
、
観
光
資
源
等
を
生
か
し
な
が
ら
、

若
者
、
事
業
者
、
大
学
等
と
連
携
し
、

ま
ち
の
活
力
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
を
創
出
し
、

豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

　

上
京
区
に
は
、
西
陣
織
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
高
い
デ
ザ
イ
ン

力
や
技
術
力
を
持
つ
企
業
が
多
く
集
積
し
、
付
加
価
値
の
高
い
も

の
づ
く
り
の
文
化
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
作
り
手
の
高
齢
化
等
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
は
、
豊
か

な
も
の
づ
く
り
の
風
土
を
生
か
し
て
、
若
手
の
職
人
や
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
事
業
者
な
ど
多
様
に
呼
び
込
み
、
定
着
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
の
産
業
を
守
り
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
展
開
を

図
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
魅
力
発
信
や
地
域
企
業
と
若
者
等
の
連
携

に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
産
業
の
活
性
化
と
魅
力
発
信

方針

１

　
上
京
区
で
は
、
区
内
の
人
口
の
約
１
割
を
若
者
（
20
～
24
歳
）
が
占

め
て
い
る
ほ
か
、多
く
の
大
学
生
が
上
京
区
で
学
び
、生
活
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
大
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
若
者
と
地
域
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

が
結
び
つ
き
、
社
寺
と
連
携
し
た
賑
わ
い
の
創
出
や
、
空
き
家
の
有

効
活
用
等
と
い
っ
た
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
も
進
ん
で
い

ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
大
学
と
地
域
の
交
流
や
、
若
者
の
目
線
で
実
施
す

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
積
極
的

に
支
援
し
、
若
い
力
が
地
域
で

活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
、
若

者
が
住
み
た
く
な
る
環
境
整
備

を
進
め
ま
す
。

若
者
が
活
躍
し
、

住
み
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

方針

2

上京区ならではの
魅力を生かした
まちづくりに
取り組みます。

3
将来像

まち
の活力から見た

取
組
の
具
体
例

取
組
の
具
体
例

※
革
新
的
な
ア
イ
デ
ア
・
技
術
等
を
も
と
に
、
新
し
い
形
態
の
サ
ー
ビ
ス
や
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
す
る

企
業
の
中
で
も
、
短
期
間
で
急
成
長
を
志
向
す
る
企
業
を
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
い
う
。

　「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
・
エ
コ
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
起
業
家
と
起
業
支
援
者
、
企
業
、
大
学
、
金
融

機
関
、
公
的
機
関
等
が
結
び
付
き
、
優
れ
た
人
材
・
技
術
・
資
金
を
呼
び
込
み
、
発
展
を
続
け

る
仕
組
み
の
こ
と
。

9



上京区基本計画 2025

空
き
店
舗
の
活
用
促
進　

商
店
街
に
お
け
る
生
活
・
健
康
情
報
の
発
信

商
店
街
の
魅
力
を
伝
え
る

ま
ち
歩
き
等
の
実
施

商
店
と
消
費
者
と
の
交
流
の
促
進

地地 地 地

区区 区 区

市市 市 市

地
域
に
根
ざ
し
た
商
店
街
等
の
活
性
化

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
等
と
し
て
の

空
き
家
活
用

学
区
単
位
で
の
空
き
家
流
通
に
関
す
る

仕
組
み
の
構
築

適
切
な
相
続
や
登
記
に
向
け
た

空
き
家
対
策
の
専
門
家
と
の
連
携

地 地 地

区 区 区

市 市 市

空
き
家
の
活
用
促
進

地
域
に
お
け
る
「
語
り
部
活
動
」
の
推
進

上
京
に
息
づ
く
伝
統
・
産
業
・
生
活
文
化
、

社
寺
及
び
文
化
財
等
に
触
れ
る
機
会
の
創
出　

地 地

区 区

市 市

「
ほ
ん
ま
も
ん
」
と
触
れ
合
う
観
光
の
充
実

「
上
京
型
観
光
モ
デ
ル
創
造
推
進
協
議
会
」の
設
置

地

区

市

上
京
な
ら
で
は
の
観
光
ス
タ
イ
ル
の
創
造
・
推
進

ま
ち
歩
き
観
光
の
拠
点
づ
く
り　

公
共
交
通
機
関
の
乗
り
継
ぎ
等
に
関
す
る
便
利

な
情
報
等
の
発
信

ま
ち
歩
き
マ
ッ
プ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
を

活
用
し
た
観
光
情
報
等
の
発
信

地 地 地

区 区 区

市 市 市

歩
い
て
楽
し
む
観
光
の
充
実

宿
泊
施
設
滞
在
者
に
向
け
た
地
域
の
魅
力
発
信

宿
泊
施
設
運
営
者
の
地
域
参
画
の
推
進

地 地

区 区

市 市

宿
泊
施
設
運
営
者
と
取
り
組
む
地
域
活
性
化

　

区
民
の
衣
食
住
を
支
え
る
身
近
な
商
店
街
や
商
店
は
、
日
常
の
交

流
や
暮
ら
し
に
必
要
不
可
欠
な
場
所
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
こ
で
働

く
人
々
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
貴
重
な
担
い
手
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
に
根
ざ
し
た
商
店
街
等
が
果
た
し
て
い
る
様
々
な

役
割
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
、
発
展
さ
せ
る
た
め
、
ま
ち
歩
き
を

通
じ
た
魅
力
発
信
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

商
店
街
等
の
活
性
化

方針

3
　

上
京
区
で
は
、
ま
ち
の
活
力
低
下
、
防
災
、
環
境
面
等
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
、
地
域
を
中
心
と
し
た
空
き
家
対

策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
空
き
家
を
地
域
の
資
源
と
し
て
捉
え
、
若
者
や
子
育

て
世
代
を
は
じ
め
と
し
た
定
住
促
進
や
新
た
な
交
流
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
と
い
っ
た
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
発
想
に
よ
る
取
組
が
こ
れ
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
や
専
門
家
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
空
き
家

の
有
効
活
用
や
地
域
で
宿
泊
施
設
を
営
む
方
々
の
協
力
も
得
て
地

域
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

空
き
家
等
を
活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り

方針

4

　

上
京
区
は
、
豊
か
な
歴
史
、
多
彩
な
文
化
、
数
多
く
の
史
蹟
や

神
社
仏
閣
等
、
地
域
な
ら
で
は
の
魅
力
が
数
多
く
存
在
し
、
ま
ち

歩
き
等
を
通
じ
、
奥
深
い
歴
史
・
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
従
来
型
の
京
都
観
光
に
加
え
、
地
域
産
業
の

魅
力
を
発
信
す
る
取
組
と
し
て
、
西
陣
織
を
は
じ
め
と
す
る
高
い

デ
ザ
イ
ン
力
・
技
術
力
を
目
の
当
た
り
に
で
き
る
工
房
見
学
な
ど
、

産
業
と
連
携
し
た
「
上
京
な
ら
で
は
」
の
観
光
ス
タ
イ
ル
の
創
造

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
上
京
区
を
訪
れ
る
き
っ
か
け
と
な
る
多
様
な
観
光

メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
や
産
業
の
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
仕

組
み
づ
く
り
な
ど
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
持
続
可
能
な
「
上
京

型
観
光
ス
タ
イ
ル
」
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

地
域
課
題
を
解
決
す
る

持
続
可
能
な
観
光
の
推
進

方針

5

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

上京区の年間製造品出荷額・商品販売額

（億円）

資料：工業統計調査（各年）商業統計（各年）

年間商品販売額年間製造品出荷額

昭和
63年

平成
9年

平成
19年

平成
29年

1,506

899
407 340

4,646

3,818

1,908
1,611

数
字
で
見
る
上
京
区
！

取
組
の
具
体
例

取
組
の
具
体
例

取
組
の
具
体
例

10

ま
ち
の
活
力
【
取
組
】



　

全
国
的
に
少
子
化
が
進
行
し
て
お
り
、
上
京
区
に
お
い
て
も
、
年

間
の
出
生
数
が
前
区
基
本
計
画
策
定
時
か
ら
約
3
割
減
少
す
る
な

ど
、
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
に
は
、
子
育
て
環
境
の
充
実
は
も
と

よ
り
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
若
者
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
、

企
業
や
地
域
活
動
と
若
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
、
産
業
振
興
や
雇
用

の
促
進
等
も
含
め
た
総
合
的
な
取
組
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
ひ
と
り
親
家
庭
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
※
の
増
加
な
ど
家
庭

を
取
り
巻
く
状
況
の
多
様
化

が
進
む
中
に
あ
っ
て
、
子
ど
も

や
そ
の
保
護
者
へ
の
支
援
も
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
将
来
に
わ
た
っ

て
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
成
長
し
、
安
心
し

て
子
育
て
を
す
る
こ
と
が
で
き

る
取
組
の
充
実
や
、
若
者
の

活
躍
を
応
援
す
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

子
ど
も
食
堂
の
実
施
な
ど
、
誰
も
が
安
心
で
き

る
居
場
所
づ
く
り

文
通
を
通
し
て
育
む
若
者
と
高
齢
者
の

つ
な
が
り
づ
く
り

障
害
者
の
自
立
支
援
等
を
通
じ

社
会
進
出
を
促
す
取
組
の
推
進

「
こ
こ
ろ
の
病
が
あ
る
方
と
そ
の
家
族
向
け

講
座
」
の
開
催
な
ど
、
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

の
推
進

ひ
き
こ
も
り
か
ら
の
立
ち
直
り

支
援
の
連
携
・
充
実

働
く
世
帯
が
参
画
す
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
推
進

小
学
生
に
よ
る
敬
老
記
念
の
お
祝
い
訪
問
等
を

通
じ
た
世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
づ
く
り

地 地 地 地 地 地 地

区 区 区 区 区 区 区

市 市 市 市 市 市 市

多
様
な
つ
な
が
り
を
育
む
取
組
の
推
進

若
者
や
外
国
籍
市
民
な
ど
が
地
域
と

交
流
す
る
場
や
機
会
の
充
実

「
み
ん
な
仲
間
！
上
京
文
化
芸
術
祭
」
等
を
通
じ

た
多
様
な
人
が
文
化
芸
術
活
動
等
を
発
表
し
合
う

こ
と
で
相
互
理
解
を
深
め
る
場
の
創
出

ふ
れ
あ
い
人
権
啓
発
事
業
の
推
進

地 地 地

区 区 区

市 市 市

お
互
い
を
尊
重
し
、
誰
も
が
主
役
と
な
れ
る
取
組
の
推
進

誰
も
が
、
社
会
や
地
域
か
ら

孤
立
す
る
こ
と
な
く
、
互
い
に
認
め
合
い
、

希
望
を
持
ち
な
が
ら
、
い
き
い
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

ひ
と
り
ひ
と
り
が
輝
き
、

希
望
の
持
て
る
ま
ち

　

上
京
区
に
は
、
子
ど
も
や
若
者
か
ら
高
齢
者
、
障
害
者
、
外
国

籍
市
民
な
ど
多
く
の
人
が
、
お
互
い
の
立
場
、
価
値
観
及
び
文
化

等
の
違
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
日
々
の
暮
ら
し
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の
垣
根
が
全
て
な
い
と
は
言
え
ず
、

ま
た
、
単
身
世
帯
の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
「
孤
立
」
が
大
き
な
課

題
と
し
て
顕
在
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
新
た
な
住
民
と
な
る
方
も
含
め
て
、
誰
も
が
居
場

所
を
持
ち
、
絆
や
交
流
の
輪
が
広
が
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

誰
も
が
居
場
所
を
持
ち
、
い
き
い
き
と

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

方針

１

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と

若
者
の
活
躍
を
応
援
す
る
ま
ち
づ
く
り 

方針

2

互いを知り，
支え合いが生まれる
まちづくりに
取り組みます。

3
将来像

4
将来像

はぐ
くみ
・継承から見た

取
組
の
具
体
例

11
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健
康
寿
命
を
の
ば
す
「
お
・
も
・
て
・
な
・
し
」

で
取
り
組
む
「
生
活
習
慣
病
予
防
対
策
」
と

「
フ
レ
イ
ル
対
策
」
の
推
進　

地
域
と
協
働
で
取
り
組
む

健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進

上
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携
し
た

高
齢
者
の
居
場
所
づ
く
り

地 地 地

区 区 区

市 市 市

一
人
暮
ら
し
や
認
知
症
の
高
齢
者
等
の
見
守
り

活
動
の
推
進

地

区

市

健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指
す
フ
レ
イ
ル
対
策
等
の
推
進

支
え
手
同
士
の
つ
な
が
り
づ
く
り
の
推
進

家
族
を
は
じ
め
と
す
る
支
え
手
の

相
談
体
制
の
充
実

地 地

区 区

市 市

長
寿
社
会
に
お
け
る
支
え
手
の
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
の
支
援

ひ
き
こ
も
り
や
不
登
校
児
童
を
抱
え
る
家
庭
の

相
談
を
行
う
活
動
の
支
援

子
ど
も
の
心
と
体
を
守
る
た
め
の

「
食
育
セ
ミ
ナ
ー
」
等
の
充
実

地
域
に
お
け
る
子
ど
も
の
見
守
り
活
動
の
推
進

「
上
京
え
ん
じ
ぇ
る
“
ぎ
ゅ
う
っ
と
”
ひ
ろ
ば
」

等
を
通
じ
た
子
育
て
世
帯
同
士
の
交
流
や

安
心
で
き
る
居
場
所
づ
く
り
の
推
進

は
ぐ
く
み
だ
よ
り
等
を
活
用
し
た

子
育
て
情
報
の
発
信

乳
幼
児
健
診
や
親
子
す
こ
や
か
教
室
の
実
施

こ
ん
に
ち
は
プ
レ
マ
マ
事
業
・

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
の
実
施

赤
ち
ゃ
ん
お
祝
い
訪
問
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
を

通
じ
た
子
育
て
環
境
の
充
実　

地 地 地 地 地 地 地 地 地

区 区 区 区 区 区 区 区 区

市 市 市 市 市 市 市 市 市

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

　

区
基
本
計
画
が
終
了
す
る
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
頃
に
は
、
い

わ
ゆ
る
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
な
ど
、
高
齢
化
が
一
層
進
行

す
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
孤
立
防
止
、
健
康
寿
命
の
延
伸
や
、
生

き
が
い
づ
く
り
と
い
っ
た
取
組
の
推
進
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
高
齢
者
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
知
識
や
経
験
等
を

生
か
し
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
社
会
や
地
域
活
動

に
参
画
で
き
る
場
と
機
会
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ
た

ま
ち
で
、
慣
れ
親
し
ん
だ
暮
ら
し
を
送

り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
生
き

が
い
づ
く
り
や
健
康
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
事
業
等
を
活
用
し
た

高
齢
者
の
自
主
的
な
活
動
の
支
援　
　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
に
よ
る
高
齢
者
の

「
学
び
の
場
」
づ
く
り　

地
域
に
お
け
る
「
語
り
部
活
動
」
の
推
進
（
再
掲
）

働
き
手
や
地
域
活
動
の
担
い
手
に
つ
な
げ
る

取
組
の
推
進

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
促
進　

地 地 地 地 地

区 区 区 区 区

市 市 市 市 市

高
齢
者
の
活
動
支
援

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
て
る

ま
ち
づ
く
り

方針

3

地
域
企
業
と
若
者
等
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
機
会
の
創
出
（
再
掲
）

婚
活
を
通
じ
た
出
会
い
の
場
の
創
出
（
再
掲
）

地 地

区 区

市 市

若
者
世
代
の
定
着
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進

「
中
学
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
を
通
じ
た

子
ど
も
が
考
え
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援

上
京
の
子
ど
も
ま
つ
り
等
を
通
じ
た

地
域
や
文
化
に
触
れ
る
機
会
の
充
実

地 地

区 区

市 市

子
ど
も
や
若
者
の
成
長
を
応
援
す
る
取
組
の
充
実

数
字
で
見
る
上
京
区
！

0

200

400

600 539 559
530 530

501 500
524

460 456
398

372

（人）

平成
22年

平成
23年

平成
24年

平成
25年

平成
26年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

平成
30年

令和
2年

令和
元年

資料：京都市推計人口

上京区における出生数の推移〔暦年計（1月～ 12月）データ〕

取
組
の
具
体
例

取
組
の
具
体
例

※
一
般
に
、
家
族
に
ケ
ア
を
要
す
る
人
が
い
る
場
合
に
、
そ
の
ケ
ア
を
支
え
る
人
手
が
十
分
に
な

い
た
め
、
大
人
が
担
う
よ
う
な
ケ
ア
責
任
を
引
き
受
け
、
家
事
や
家
族
の
世
話
、
介
護
、
感

情
面
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
行
っ
て
い
る
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
い
う
。
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芽
が
出
る
、
広
が
る
！

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
？

上
京
の
強
み
を
生
か
す
な
ど
、
上

京
ら
し
い
取
組
で
あ
る
こ
と

区
基
本
計
画
の
計
画
期
間
が
、
５

年
間
の
短
期
間
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
現
可
能
性
が
高
く
、
ま
た
、
地

域
や
民
間
の
知
恵
を
生
か
す
意
味

か
ら
も
、
既
に
先
進
的
な
例
が
あ

る
取
組
で
あ
る
こ
と

可
能
な
限
り
、
民
間
主
導
、
か
つ

多
く
の
主
体
者
が
関
わ
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
力
の
向
上
や
持
続
可

能
性
を
高
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
取
組
で
あ
る
こ
と

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

体
験
・
知
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
に
新
た
な
視
点
を

加
え
た
取
組
で
あ
る
こ
と

区
内
に
広
く
効
果
が
及
ぶ
取
組
で

あ
る
こ
と

 

上
京
ら
し
さ 

 

モ
デ
ル
性 

 

先
進
性 

 

レ
ジ
リ
エ
ン
ス 

 

実
現
可
能
性 

文
化
庁
京
都
移
転
記
念

「
上
京
大
茶
会
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
を
つ
な
ぐ
I
C
T
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

区
基
本
計
画
で
は
、
４
つ
の
将
来
像
の

実
現
に
向
け
て
重
点
的
に
取
り
組
む

「
芽
が
出
る
、
広
が
る
！

 

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

芽
が
出
る
、
広
が
る
！

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

核
家
族
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
等
に
よ
り
、
地
域
独
自
の

伝
統
・
生
活
文
化
に
触
れ
る
機
会
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
地
域
で
育
ま
れ
て
き
た
文
化
に
親
し
み
・
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
機
会
の
創
出
等

を
通
じ
た
地
域
文
化
の
継
承
・

発
展
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
文
化
庁
の
全

面
的
な
移
転
を
記
念
し
て
、「
上

京
大
茶
会
」
を
実
施
し
、
上
京

全
体
の
地
域
力
や
都
市
格
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

世
界
的
な
感
染
症
の
拡
大
や
、
大
規
模
な
自
然
災
害
等
に
よ
っ

て
、
日
常
生
活
や
地
域
活
動
が
停
滞
す
る
な
ど
の
支
障
が
生
じ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
情
報
、
サ
ポ
ー
ト
等
の
不
足
に
よ
る
不
安
や
孤
独

を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
へ
の
支
援
や
居
場
所
づ
く
り
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、高
齢
者
等
を
対
象
に
、手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
は
じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
や
家
族
等
と
の
情

報
通
信
手
段
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
で
、
災
害
時
や
緊
急
時
に
お
け
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

「ほんまもん」の文化を
気軽に愉しむことが
できるのも上京区の
魅力の一つです。
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上京区基本計画 2025

「
立
売
」で
育
む
地
域
の
絆
と

地
産
地
消
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

上
京
区
内
で
か
つ
て
行
わ
れ
て
い
た
「
立
売
」
に
習
い
、
地
域

や
関
係
機
関
等
が
連
携
し
、
区
内
や
近
郊
で
採
れ
た
農
林
水
産
物

を
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
等
を
活

用
し
て
販
売
す
る
マ
ル
シ
ェ
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
、
住

民
同
士
の
交
流
の
場
、
環
境
保

全
や
エ
シ
カ
ル
消
費
※
等
に
つ
い

て
学
ぶ
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

　

災
害
は
、
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
平
時
か
ら
、
万
が
一の
災
害
に
備
え
た
、
避
難
施
設

や
支
援
物
資
等
の
供
給
拠
点
の
多
様
化
を
通
じ
た
災
害
対
応
力
の

向
上
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
上

京
区
内
に
多
く
立
地

す
る
社
寺
等
と
地
域
、

行
政
が
連
携
し
、
災

害
発
生
時
の
避
難
者

の
受
入
・
支
援
物
資

等
の
供
給
拠
点
の
充

実
を
図
る
取
組
を
進

め
ま
す
。　

　

上
京
区
で
は
、
長
寿
化
の
進
行
に
伴
い
、
男
女
と
も
に
高
齢
単

身
者
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。「
一
人
暮
ら
し
社
会
」
が
本
格
化
す

る
中
で
、
周
囲
に
頼
れ
る
家
族
等
が
い
な
い
高
齢
者
に
と
っ
て
、
買

い
物
を
は
じ
め
と
す
る
日
常
生
活
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

長
寿
化
社
会
が
進
行
す
る
中
、
家
族

だ
け
で
な
く
、
地
域
や
若
者
が
交
流
を

通
じ
て
高
齢
者
を
見
守
る
目
を
多
く
育

て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
事
業
で
は
、
地
域
事
情
に
精
通
し

て
い
る
地
域
の
自
治
組
織
や
区
役
所
が
、

京
都
府
及
び
京
都
市
の
各
部
局
と
連
携

し
、
京
都
府
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
ソ
リ

デ
ー
ル
事
業
（
大
学
生
の
下
宿
マ
ッ
チ
ン

グ
）
の
更
な
る
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

上
京
区
内
で
は
、
数
多

く
の
空
き
家
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
空
き
家
を

有
効
活
用
し
、
人
口
増
等

を
図
る
た
め
、
学
区
を
軸

に
行
政
等
と
連
携
し
て
空

き
家
流
通
の
仕
組
み
を
構

築
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
、
京
都
市
全
体
が
コ
ロ

ナ
以
前
の
観
光
に
戻
ら
な
い
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
に
お
け
る
観
光
の

在
り
方
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
、「
上
京
型

観
光
モ
デ
ル
創
造
推
進
協
議
会
」
を
設

置
し
、「
地
域
と
共
存
す
る
上
京
な
ら
で

は
の
観
光
ス
タ
イ
ル
」
を
創
造
・
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
京
都
観
光
に
お
け
る
３

つ
の
分
散
（
時
間
、
季
節
、
場
所
）
等

に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
区
内
の
産
業

振
興
や
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
ま
す
。

　

上
京
区
で
は
、
地
域
と
大
学
生
の
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
大
学
卒
業
と
同
時
に
、
就
職
等
に
よ
り
上
京
区
を

離
れ
る
学
生
が
多
く
、
地
域
企
業
の
人
材
確
保
を
困
難
に
し
て

い
ま
す
。

　

本
事
業
は
、
地
域
企
業
（
京
都
中
小
企
業
家
同
友
会 

上
京
支

部
）
と
大
学
生
が
協
働
し
、
地

域
を
知
る
ま
ち
歩
き
や
企
業
訪

問
、
大
学
生
な
ら
で
は
の
発
想

や
視
点
を
生
か
し
た
新
商
品
の

開
発
等
を
行
い
、
地
域
企
業
が

抱
え
る
経
営
課
題
の
解
決
や
地

域
の
担
い
手
の
育
成
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
取
組
と
し

て
実
施
し
ま
す
。

※
消
費
者
そ
れ
ぞ
れ
が
各
自
に
と
っ
て
の
社
会

的
課
題
の
解
決
を
考
慮
し
た
り
、
そ
う
し
た

課
題
に
取
り
組
む
事
業
者
を
応
援
し
な
が
ら

消
費
活
動
を
行
う
こ
と
。

社
寺
等
の
協
力
に
よ
る

地
域
の
防
災
拠
点
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
企
業
と
大
学
生
に
よ
る

地
域
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
地
域
と
共
存
す
る
上
京
な
ら
で
は
の

観
光
ス
タ
イ
ル
」の
創
造
・
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

府
・
市
・
区
協
調
で

上
京
ソ
リ
デ
ー
ル
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

空
き
家
流
通
対
策
の

仕
組
み
の
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

14

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト



令和 3 年 8 月発行　京都市印刷物 第 033064 号
発　行　京都市上京区役所地域力推進室

〒 602-8511
京都市上京区今出川通室町西入堀出シ町 285 番地
電話　075-441-5029
FAX　075-432-0566

https://www.city.kyoto.lg.jp/kamigyo/

上京区シンボルマーク


